
写真撮影に関してのご案内

フラッシュ禁止 三脚禁止 動画撮影禁止

MAMコレクション
007

撮影に際して

・作品に触れないでください。
・他の鑑賞者の鑑賞を妨げるような撮影は
  ご遠慮ください。
・フラッシュの使用はご遠慮ください。
・三脚や自撮り棒の使用はご遠慮ください。
・動画撮影は禁止です。

「建築の日本展：その遺伝子のもたらすもの」では、下の図に赤で示した5ヵ所
のみ、「MAMコレクション007」展、「MAMスクリーン008」展および「MAM
プロジェクト025」展では全作品が、以下の条件の範囲内で撮影が可能です。

撮影された写真の利用に関して

・ 撮影された写真は、非営利目的でのみ利用できます。営利目的には利用できませんのでご注意ください。

・ 撮影された写真に変更を加えることはできません。

・ 写真の使用条件はクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの下で許諾されています。

撮影した写真をブログや写真共有サービスなどに利用する場合は、以下のとおり表示してください。

・クリエイティブ・コモンズ・ライセンスの詳細や表示については、クリエイティブ・コモンズ・ジャパンのウェブサイトを

ご参照ください。

・撮影された写真に来館者が写っている場合、その写真の公表にあたって写り込んだ方の肖像権に触れる場合があります

ので、ご注意ください。

作家名／作品名：齋藤精一＋ライゾマティクス・アーキテクチャー 《パワー・オブ・スケール》
この写真は「クリエイティブ・コモンズ表示 - 非営利 - 改変禁止 2.1日本」ライセンスでライセンスされています。

表記例：

http://creativecommons.jp 
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北川原温
《ミラノ国際博覧会2015日本館 木組インフィニティ》

《待庵》

齋藤精一＋ライゾマティクス・アーキテクチャー
《パワー・オブ・スケール》
※本作のみ動画撮影も可（1分以内）
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《住居（丹下健三自邸）》模型

撮影可能な作品／場所




